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Abstract
Although various tactile sensing systems have been developed, it is difficult to evaluate the tactile feel of cosmetics and 

cosmetic materials. We believe that the nonlinearity of the friction phenomena occurring on the surface of the skin is one of 
the causes of delicate touch texture. We have developed biomimetic materials that mimic the mechanical, surface properties 
and shapes of human fingers and skin. Next, we tried to elucidate the physical origin of tactile texture using the human finger 
model and artificial skin. Recently, a friction evaluation system that imitates the movement when a human touches things has 
been developed. In this system, nonlinear sinusoidal motion is achieved by the rotation of the motor with an eccentric cam. 
In addition, an in-situ observation type tactile sensing system is also used to simultaneously evaluate motion and mechani-
cal stimulation when applying cream or touching powder. In this review, we introduce some recent studies on tactile sensing 
systems.
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1. は じ め に

触覚とは「外力による皮膚表面の小さな機械的変形に
よって生じる感覚」で，アリストテレスが定義した五感
の一つとされている。この感覚は，皮膚の内部の触覚
受容器によってセンシングされる 1）。触覚受容器には，
エッジの鋭さ，点字のような僅かな盛り上がりに応答す
るマイスナー小体，垂直方向の変形や圧の変化を検知す
るメルケル触盤・ルフィニ終末，刺激の変化を選択的に
伝達し，高周波の数刺激に反応するパチニ小体があり，
幅広い周波数の数～数百 Hzに及ぶさまざまな力学的刺
激をセンシングすることが知られており，このことがわ
れわれがさらさら・べたべた・しっとりなどの多彩な触
感を知覚することのできる一つの原因であると考えられ
ている。
化粧品およびその原料の開発においては，モノに触れ
たときに感じる触覚が重要な因子となる。スキンケア化
粧料のケア効果は，まず，皮膚の状態を目で見ることに
よって認識されるが，多くの使用者は，その次に手で触
れてその状態を確認する。メイクアップにおいても，パ
ウダーの触り心地・塗り心地は重要である。たとえその

パウダーが素晴らしい光学特性を有しており，しみ・そ
ばかすをばっちり隠し，美しい肌を演出することがで
きたとしても，いつまでもベタベタして塗りづらかった
り，感触がゴワゴワしていたら，結局きれいに仕上げる
ことができないだろう。
ヒトがモノに触れたときに感じる触感は実に多彩だ。
何年か前，筆者らが触覚に関する日本語の言葉を収集し
たところ，日常的に使用されているものだけで40以上
も存在することが確認された 2）。しかし，これらの感覚
がどのような物理的な刺激によって生まれるか，そのメ
カニズムはわかっていない。われわれは，ヒトが多彩な
触感を感じる仕組みを明らかにするために，いくつかの
試みに取り組み，化粧品・化粧品原料の評価に応用して
きた。
まず，ヒトの指や皮膚の力学・表面物性や形状を模倣
したバイオミメティック材料を開発した 3–5）。次に，ヒ
ト指モデルや人工皮膚を用いて触覚の物理的な起源の解
明に取り組んだ 6）。最近では，ヒトがモノに触れるとき
の動きを模倣して，モーターの回転を偏芯カムで往復摺
動させることで正弦運動を実現し，運動の非線形性を組
み込んだ摩擦評価システムを開発した 7–9）。さらに，ク
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